
令和７年度 地域連携推進会議議事録 

 
 
日 時  ：令和８年３月３０日（月）１０:００～１１：３０ 
場 所  ：共同生活援助はまなすホーム 
出 席 者：８名 
 
【利用者】：Ｓさん 
【利用者家族】：Ｋさん 
【地域の関係者】安原地区民児連絡協議会：城戸 様 
【福祉に知見のある方】：社会福祉法人夢工房 施設長：卯尾 様 
  
聖ヨゼフ苑 理事長：白藤 

 はまなすホーム サービス管理責任者：福島 
 はまなすホーム 職員：西島 
 はまなすホーム 管理者：宮本 
 
 
１．主催者挨拶 
 ・開催の挨拶および地域連携推進会議の目的の説明を行う。 
 
２．出席者の紹介 
 
３．施設の見学 
 ・１F,２F の利用者居室や浴室等をご案内。 
  会議終了後、もくれんの家の見学も併せて案内。 
 
４．施設紹介 
 ・資料に添って、施設利用状況や運営方針、利用者の一日の流れ、食事風景、 
  ホームでの過ごし方を紹介する。 
 
 
５．利用者の日常生活の様子 
 ・S さんより「ホームで他の利用者と話しているのが楽しい」との声が 

聞かれた。普段は自転車で通勤しているが、冬場は公共交通機関を使用 
している。週末は、利用者同士で近くのスーパーに買い物に出かけるこ 
ともあると話していた。 
 
・経営状況の報告 
 
 



６．虐待、事故、ヒヤリハットの報告 
 
・虐待に関しては、年に２回施設内で研修を行い虐待防止に努めている。 
 ヒヤリハット２件報告あり。 
 
１件目：薬をご自身で管理している利用者が、朝食後と夕食後の薬を間違 
    えて飲もうとしていた。 

   
  【対応】職員が事前に気づき、正しい薬に取り替えた。いつ服用する 

    のか分かるように、薬の袋にペンで朝・夕の記入を行った。 
 
２件目：自室にててんかん発作を起こした利用者が、テレビによりかか 
    った際、テレビが倒れそうになっていた。 
 
【対応】テレビの配置を部屋の奥の方に変更した。 
 

 
≪質疑応答・意見交換≫ 
  
Q：施設に対する近隣からの苦情があるか。 
A：今まで聞いたことはない。 
 

  Q：災害時はどこへ避難したらよいのか。 
A：はまなすホームは水害地域に指定されているため、何かあれば聖ヨゼ 
  フ苑に避難する。避難訓練は聖ヨゼフ苑に併せて行っている。 

火災時は、消防と管理者へ連絡が行く体制になっている。 
普段から困ったことがあった時等は、利用者から管理者携帯へ連絡が 
ある。 

 
以前は、利用者が地区の文化祭や町会の避難訓練に参加していた。 
高齢者の避難名簿はあるが、現在障がい者の名簿はない。 

 
Q：食事作りについて、夢工房ではどうされているのか。 
  職員の配置はどうか。 
A：栄養士の方が献立を考え、食事は手作りをしている。 

イベントで外食や弁当を食べたりすることはある。入居者は 18 名、 
ショート 3 名。職員は 10～15 名おり、忙しい時間帯等は 5 名配置し 
ている。 

 
 

７．閉会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




